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あらまし：先行研究において歌唱データとそれらに付随する情報を一元管理する歌唱データベースの構築

がなされてきた．本研究の目的は歌唱データベースの改良を行い，歌唱研究のさらなる促進と歌唱教育に

おける学習および指導の効率化を図る．本稿では本システム内で歌唱の解析・評価・指導を行う上で必要

なデータ構造について概観し，指導者に対する利便性向上のためのデータベース設計および機能の改良に

ついて述べる． 
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1. はじめに 

歌唱教育における声楽の初学者に対する研究とし

て，吉田らの初学者の歌声評価に適した評価指標に

関する研究(1)，池田らの声楽教育の評価や指導に用

いられる言語表現の抽出と分類を行う研究(2)などが

ある．これらの研究では歌唱の音声データが用いら

れている．学習者および熟練者から収録した歌唱デ

ータは，ファイルストレージ上に多く蓄積されてい

る．学習者のデータは，入学から定期的に収録され

ている．データは，ツリー構造による管理を行い，

主に「所属―指導者－収録日―音声データ」の構造

となっている．また，この音声データに関連する解

析・評価データも蓄積されており，今後も新たな音

声データや解析，評価などのデータが増加していく．

これらはデータの参照を難化させ，研究者の解析や

評価の作業効率の低下を引き起こす．そして，歌唱

データを学習者の教育支援教材として用いる際の障

害となっていた． 

清水らは歌唱データを一元管理するデータベース

の構築を試みた(3)．また，村山らはこのデータベー

スに対して歌唱データの蓄積および検索・比較を可

能にし，歌唱データから解析・評価の追加，可視化

を行った(4)．しかし，歌声の指導に関するデータの

追加，評価・指導の関係性の可視化，蓄積したデー

タを簡易的に歌唱指導に活用することはできていな

い． 

 

2. 研究目的 

本研究の目的は指導者と学習者間での歌唱学習の

効率化，解析者の歌唱研究の促進に寄与するデータ

ベースを構築することである．  

本システムを通して指導者は学習者の経年変化の

確認が可能になり，指導者と学習者間での学習効率

の向上が図ることが可能となる．解析者は各データ

の登録の簡略化がなされることで負担が軽減され研

究の促進を図ることが可能となる． 

 

3. システム設計 

本システムは，CMS（コンテンツ管理システム）

である Plone(5)を用いて，Web アプリケーションとし

て構築する． 

図 1 に本稿において改良を図ったデータ構造の概

要を示す．指導に関する項目として未実装であった

指導，指導語，指導語フォルダのクラスを新たに追

加した．指導クラスは歌唱データに内包され，指導

語クラスは指導語クラスフォルダに内包される．指

導と指導語は関連付けられている．印象評価語，指

導者，学習者のクラスにおいては評価・指導を容易

にするための変更を加えた．これにより，網羅的に

 

 
図 1 システムのデータ構造の概要 
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データへのアクセスが可能になる． 

本システムには歌唱データとそれに付随するデー

タが蓄積されている．先行研究により，主に解析を

効率化するデータの提示はなされてきた．歌唱指導

のためのデータ提示を目的として，学習者ごとのデ

ータを一覧で表示するインターフェイスを新たに設

計した． 

歌唱データの登録プロセスの簡略化のため録音ビ

ューを設計した．歌唱データは主に指導者から提供

されるが手順が多く，指導者の歌唱指導の負担とな

りうるため，録音ビューによる登録プロセスの簡略

化を図る．以前の登録プロセスと録音ビューによる

の登録プロセスを図 2 に示す．以前の登録ではシス

テム外での操作が多かったが録音ビューによる歌唱

データの登録はデータベース内ですべて完結する． 

 

4. システム構築 

設計したデータ構造とインターフェイスを基に，

システムを構築した． 

学習者の歌唱データ一覧を図 3 に示す．学習者の

歌唱データとそれに付随する評価・指導のデータを

一覧で表示させ，各データへのアクセスが可能にな

る．これにより，歌唱データと評価・指導の変化を

捉えられる．  

図 4 は録音ビューを用いた登録プロセスを示す．

録音ビュー(図 4 上)では歌唱者名，曲名，テイク数

を入力する．その後，録音ビュー内の録音開始を押

下することで録音を開始し，録音後，録音終了を押

下することで，音声データとメタデータを歌唱デー

タとして登録することができる(図 4 下)．また，一

連の歌唱データの登録はデータベース内で行われる．

そのため，データの入力ミスの低減や誤ったデータ

の登録防止が可能である． 

 

5. まとめ 

本研究では，歌唱学習の効率化，歌声研究の促進

を目指し，データベースの改良を図った．指導に関

するデータの追加や学習者の歌唱データを時系列順

に参照することが可能になった．また，歌唱データ

の登録プロセスを簡略化するためにデータベース上

で録音する機能を実装した．しかし，改良したデー

タベースに対する評価は未実施である．そのため，

実際の利用者にデータベースを利用してもらい評価

する必要がある．今後は，データベースの改良部分

の評価および歌唱データベースの学習者に対する機

能の追加を図る．  
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図 2 歌唱データの登録プロセス 
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図 3 学習者の歌唱データ一覧 
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図 4 歌唱データの登録プロセス 
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